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 「
本
来
な
ら
特
養
(特

 別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)に

 入
る
は
ず
が
、
少
な
い
か

 ら
ウ
チ
に
入
っ
て
い
た
だ

 い
て
い
る
」

 東
京
都
墨
田
区
・
台
東

 区
で
、
生
活
困
窮
の
高
齢

 者
ら
向
け
に
「
支
援
付
き

 住
宅
」
を
運
営
す
る
NP

 O法
人
「
自
立
支
援
セ
ン

 タ
ー
ふ
る
さ
と
の
会
」
の

 水
田
恵
理
事
は
、
こ
う
打

 ち
明
け
る
。

 要
介
護
度
が
高
い
高
齢

 者
を
受
け
入
れ
る
特
養
に

 は
今
、
入
所
待
機
者
が
三

 十
八
万
二
千
人
(共
同
通

 信
調
査
・
一
月
)い
る
。

 高
齢
化
社
会
で
安
心
し
て

 老
後
に
住
め
る
場
所
が
不

 足
し
て
い
る
。

 同
会
は
一
九
九
〇
年
か

 ら
東
京
・
山
谷
地
区
を
中

 心
に
生
活
困
窮
者
を
支
援

 し
て
き
た
。
同
地
区
で
も

 暮らし

②

 高
齢
化
か
ら
介
護
支
援
の

 必
要
性
が
拡
大
。
二
〇
〇

 五
年
、
廃
業
ホ
テ
ル
な
ど

 を
改
装
し
て
】
支
援
付
き

 住
宅
」
を
ニ
カ
所
開
設
し

 た
。 ス
タ
ッ
フ
が
二
十
四
時

 間
常
駐
し
、
日
常
生
活
を

 サ
ポ
ー
ト
。
医
療
や
介
護

 は
同
会
や
地
域
の
医
療
・

 介
護
機
関
が
担
う
。
居
室

 は
三
畳
間
で
、
食
費
を
含

 め
一
カ
月
の
費
用
は
都
内

 の
生
活
保
護
水
準
の
約
十

 四
万
円
に
抑
え
て
い
る
。

 両
施
設
の
入
居
者
九
十

 足りず介護施設

 心
ど
こ
に

 三
人
(一
月
現
在
)の
七

 割
が
六
十
五
歳
以
上
。
要

 介
護
認
定
は
⊥
ハ
割
が
受
け

 灘1難難
f
r

戴

 る
。
待
機
者
も
常
時
百
人

 い
る
。 さ
ら
に
同
会
は
五
月
、

 初
め
て
老
朽
ア
パ
ー
ト
の

 所
有
者
ら
と
協
力
し
、
支

 援
付
き
住
宅
に
建
て
替

 ー
…
構
羅
撒
灘
購
纒

 欝
燭
、
鱗

難
 「
ふ
る
さ
と
晃
荘
」
で
、
テ
レ
ビ
を
見
な

 が
ら
談
笑
す
る
入
所
者
。
入
所
施
設
の
整

 備
は
緊
急
課
題
だ
11東

京
都
墨
田
区
で

 え
、
軸
ふ
る
さ
と
晃
荘
」

 と
し
て
借
り
上
げ
た
。
三

 月
に
墨
田
区
な
ど
の
生
活

 保
護
を
受
給
し
て
い
た
高

 齢
者
十
人
が
火
災
で
亡
く

 な
っ
た
群
馬
県
渋
川
市
の

 「
静
養
ホ
弓
ム
た
ま
ゆ

 ら
」
か
ら
移
り
住
ん
だ
人

 も
い
る
。
こ
の
借
り
上
げ

 方
式
は
施
設
運
営
側
に
建

 設
費
の
負
担
が
な
い
。
同

 会
の
滝
脇
憲
理
事
は
「
医

 療
や
介
護
な
ど
を
つ
な
げ

 れ
ば
、
住
み
慣
れ
た
地
域

 で
高
齢
者
が
住
み
続
け
ら

 れ
る
住
ま
い
が
確
保
で
き

 る
。
制
度
化
し
て
ほ
し

 い
」
と
訴
え
る
。

 「
都
会
で
は
、
世
代
交

 代
や
人
の
激
し
い
出
入
り

 で
、
地
域
で
の
支
え
合
い

 が
難
し
く
な
っ
て
い
る
」

 川
崎
市
で
小
規
模
多
機

 能
型
居
宅
介
護
施
設
を
運

 営
す
る
NPO法

人
「
楽
」

 の
柴
田
範
子
理
事
長
は
特

 養
に
頼
る
家
族
ら
の
心
理

 を
こ
う
分
析
す
る
。

 地
域
で
高
齢
者
を
支
え

 て
六
年
。
利
用
者
が
増

 え
、
在
宅
の
ゐ
と
り
も
地

 元
の
医
師
と
連
携
し
て
支

 闇
開
■
こ
こ
を
チ
エ
ッ
ク

 ど
う
す
る
公
費
負
担

 自
民
党
は
今
後
三
年

 で
、
特
養
な
ど
の
約
十
六

 万
人
分
の
整
備
を
訴
え

 る
。
民
主
党
は
療
養
病

 床
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

 ど
の
確
保
で
受
け
皿
を
つ

 く
る
と
主
張
す
る
。

 介
護
保
険
制
度
の
将
来

 を
考
え
る
と
、
国
民
(保

 険
料
)と
行
政
(公
費
)

 の
負
担
問
題
は
避
け
ら
れ

 な
い
。
民
主
以
外
の
野
党

 や
公
明
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス

 ト
で
公
費
負
担
割
合
増
を

 主
張
し
て
い
る
が
、
自

 民
、
民
主
は
検
討
は
し
て

 い
る
も
の
の
明
確
に
打
ち

 出
し
て
い
な
い
。

 淑
徳
大
の
結
城
康
博
准

 教
授
(社
会
保
障
論
)

 は
、
与
党
に
対
し
て
は

 「
過
去
に
や
っ
て
き
た
こ

 え
る
。
「
要
介
護
度
が
重

 く
な
っ
て
も
施
設
入
所
だ
.

 け
が
選
択
肢
で
は
な
い
。
一

 個
人
が
自
分
で
選
べ
る
介

 護
環
境
づ
く
り
が
必
要
」

 「
た
ま
ゆ
ら
」
火
災
で

 は
老
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

 ネ
ッ
ト
が
機
能
せ
ず
、

 "難
民
化
"し
て
い
る
実

 態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 東
京
都
は
七
月
、
曲
在

 宅
」
「
施
設
」
以
外
に

 「
ケ
ア
付
き
住
宅
」
を
高

 齢
者
の
「
住
ま
い
」
の
選

 択
肢
と
し
て
取
り
組
む
方

 針
を
決
め
た
。
国
に
低
所

 得
層
も
利
用
で
き
る
新
た

 な
施
設
基
準
の
設
定
な
ど

 を
求
め
て
い
る
。

 と
を
み
て
ほ
し
い
」
と
、

 こ
れ
ま
で
の
実
績
チ
ェ
ッ

 ク
の
必
要
性
を
強
調
し
た

 上
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘

 す
る
。 隔
高
齢
化
で
ニ
ー
ズ
が

 増
え
て
い
る
か
ら
公
費
負

 担
を
増
や
す
の
は
仕
方
な

 い
。
だ
が
、
そ
の
財
源
を

 ど
う
す
る
の
か
。
政
策
だ

 け
で
な
く
、
財
源
や
市
民

 負
担
に
つ
い
て
数
字
で
し

 っ
か
り
示
し
て
い
る
か
に

 注
目
す
べ
き
だ
」

 (飯
田
克
志
)


